
資料１ 

令和５年度事業報告 

【事業方針】 

１ 所有者不明土地問題等に関連した社会事業活動の推進 

２ 土地家屋調査士関連法律の研究と対応 

３ 隣接法律専門職団体等との積極的な連携の推進 

４ 土地家屋調査士としての倫理、懲戒事案、登記実務技術の研修と啓発 

５ 将来にむけた財政基盤の調査・検討 

 

【各部報告】 

【総務部】（浜田一平 副会長兼総務部長） 

１ 関係各法令等への対応 

２ 会員に関する情報整理と情報公開 

 

【財務部】（鶴野俊昭 財務部長） 

１ 財政基盤の整備 

２ 全国国民年金基金（土地家屋調査士支部）及び土地家屋調査士職業賠償責任保険制

度の認知向上活動と加入促進活動 

３ 鹿児島県交通被災者たすけあい協会への寄付活動 

 

【業務部】（又木秀幸 業務部長） 

１ 業務処理の合理化及び業務適正化の研究 

２ 登記基準点の設置支援 

３ 所有者不明土地関連法案への対応 

４ 認定土地家屋調査士の活用 

 

【研修部】(中西崇 研修部長） 

１ 会員研修会、公開講演会の実施及び支部研修会等の支援 

２ 産官学連携による研修会や出前講座等の実施及び支援 

３ 特別研修の受講推進 

４ 年次研修及び新人研修の受講義務の周知及び徹底 

５ 土地家屋調査士専門技能持続学習（ＣＰＤ）制度の運用 
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【社会事業部】（中森祐一郎 社会事業部長） 

１ 災害基本協定締結の推進 

２ 地図の作成及び整備に関する支援 

３ 筆界特定制度及び調査士会ＡＤＲに関する事項への支援 

４ 社会貢献活動の推進及び支援 

５ 登記困難地委員会、表題部所有者不明土地問題への支援 

 

【広報部】（内別府健 広報部長） 

１ 広報誌「会報かごしま」の発行 

２ 「７月３１日調査士の日」「法の日」等各種無料相談会の啓発、広報と実施 

３ 広報媒体等の作製配付（ＳＮＳ利用による告知の頻度アップ） 

４ 支部広報活動への協力と既存設置看板の維持管理 

５ 筆界特定室、センターかごしまと本会との連携における広報に協力 

６ ホームページの維持管理 

 

【境界鑑定委員会】（谷口正美 境界鑑定委員長） 

１ 境界鑑定についての研究    

２ 筆界特定・境界鑑定研修会への参加  

３ 筆界特定制度と調査士会ＡＤＲとの連携協議会への参加 

 

【境界問題相談センターかごしま】（有馬純哉 センター長） 

１ ＡＤＲ業務拡大の研究 

２ センター研修会の実施 

３ 筆界特定制度との連携強化 

 

-------------------------------------------------------------------- 

各種会議等は次のとおり開催した。 

 

理事会 ４ 回 

常任理事会 ３ 回 

監査会 ２ 回 

各種委員会 ２４ 回 

注意勧告理事会 １ 回 

綱紀委員会 ２ 回 
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